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成
果
の
提
供
を
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
が
効
果
的
で
あ
り
、

ま
た
、
長
期
的
に
効
果
を
持

続
で
き
る
よ
う
計
画
的
に
取

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

も
考
え
る
。
健
康
マ
イ
レ
ー

ジ
制
度
は
一
つ
の
ツ
ー
ル
で

あ
る
た
め
、
総
合
的
な
事
業

展
開
を
行
っ
て
い
け
る
よ
う

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。
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質問
自
治
体
経
営
の
課
題

約
１
兆
６
７
３
億
円
と
な
っ

て
お
り
、
２
％
を
あ
て
は
め

る
と
本
市
の
お
け
る
児
童
虐

待
に
よ
る
経
済
的
損
失
は
年

額
約
２
１
３
億
円
と
な
る
。

質問
若
者
と
政
治
・
選
挙

質問
子
供
達
の
環
境
改
善

係
団
体
、
さ
ら
に
地
域
の

方
々
と
の
連
携
も
大
変
重
要

で
あ
る
。

　

本
市
と
し
て
は
、
他
市
の

取
り
組
み
を
参
考
に
、
今
後
、

関
係
す
る
部
署
と
協
議
を
重

ね
、
ご
み
屋
敷
の
解
決
に
資

す
る
新
し
い
組
織
や
、
地
域

な
ど
と
の
連
携
に
つ
い
て
も
、

調
査
研
究
す
る
必
要
が
あ
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。
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洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
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質問
生
活
環
境
に
関
す
る
課
題

れ
た
も
の
と
受
け
止
め
て
い

る
。
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市
長
の
政
治
姿
勢

越
高
等
学
校
の
教
育
目
標
と

し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

普
通
科
に
学
ぶ
生
徒
も
、
や

が
て
は
何
ら
か
の
職
業
に
就

く
。
こ
の
「
職
業
を
通
じ
て

社
会
に
貢
献
」
す
る
の
部
分

は
、
「
人
の
た
め
に
な
る
」

と
い
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
、
教
育
目
標

に
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
。
こ

う
し
た
理
念
を
、
今
後
と
も

大
切
に
し
て
い
き
た
い
。

質問
市
立
川
越
高
校
の
方
向
性

自
治
体
に
し
た
い
と
し
て
い

る
。

　

一
定
の
基
準
を
満
た
し
た

創
造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
日

本
の
加
盟
都
市
に
対
し
て
、

国
の
事
業
の
採
択
や
配
分
等

に
配
慮
を
す
る
と
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
本
市
に
お
い
て

も
創
造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

日
本
へ
の
参
加
に
つ
い
て
、

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。
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文
化
行
政

問問
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
は
、
市

民
が
楽
し
み
な
が
ら
健
康
意

識
を
高
め
、
地
域
活
性
化
に

つ
な
が
る
効
果
も
期
待
出
来

る
制
度
で
あ
る
が
、
導
入
に

向
け
た
市
長
の
考
え
は
。
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市
民
が
自
主
的
に

健
康
づ
く
り
に
取
組
む
と
と

も
に
、
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組
み
を
持
続
で
き

る
仕
組
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を
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す
る
た
め

に
は
、
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
、

気
軽
に
取
組
め
る
健
康
プ
ロ

グ
ラ
ム
、
目
で
見
て
分
か
る
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児
童
虐
待
に
よ
る
経
済
的

損
失
は
ユ
ニ
セ
フ
発
表
で
Ｇ

Ｄ
Ｐ
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国
内
総
生
産
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の
２

％
。
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越
市
に
あ
て
は
め
る

と
、
ど
の
程
度
の
金
額
と
な

る
の
か
確
認
し
た
い
。

答
こ
ど
も
未
来
部
長　

ユ
ニ

セ
フ
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
２
％
が
児

童
虐
待
に
よ
る
経
済
的
損
失

と
発
表
し
て
い
る
の
で
、
川

越
市
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
相
当
す
る

市
町
村
内
総
生
産
は
埼
玉
県

統
計
年
鑑
で
は
平
成
24
年
度
、

問問
ご
み
屋
敷
を
発
生
さ
せ
な

い
た
め
、
ま
た
発
生
し
た
場

合
、
早
期
に
解
決
す
る
に
は

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
や
市

組
織
の
横
断
的
な
対
応
が
重

要
と
思
う
が
市
の
考
え
は
。
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今
後
、
ご
み

屋
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が
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え
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こ
と
が
危
惧

さ
れ
る
。
ご
み
屋
敷
の
解
決

に
は
、
き
め
細
や
か
な
対
応

が
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で
あ
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、
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処
理

を
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当
す
る
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だ
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で
な
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、
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の
関
係
部
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、
関

問問
市
長
の
後
援
会
ニ
ュ
ー
ス

に
「
三
期
目
に
向
け
て
」
と

あ
る
が
こ
れ
は
後
援
会
の
作

っ
た
資
料
だ
と
い
う
が
出
馬

表
明
で
は
な
い
の
か
。
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後
援
会
報
に
「
三

期
目
に
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け
て
」
と
い
う
言

葉
が
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っ
て
い
る
こ
と
は
承
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。
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の
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、
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、
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す
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多
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に
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す
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と
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ら
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今
後
の
方
向
性
と
し
て
柔

軟
に
対
応
す
る
中
、
時
代
の

流
れ
は
変
わ
っ
て
も
変
わ
ら

な
い
大
切
な
も
の
が
あ
る
。
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。

答
教
育
長　

埼
玉
県
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越
商

業
高
等
学
校
の
教
育
目
標
の

冒
頭
に
は
「
職
業
を
通
じ
て

社
会
に
貢
献
し
」
と
い
う
こ

と
ば
が
あ
る
が
、
普
通
科
を

設
置
し
、
校
名
変
更
を
経
た

現
在
に
あ
っ
て
も
、
市
立
川
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文
化
行
政
の
市
民
満
足
度

が
低
下
し
て
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る
。
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の
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化
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政
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把
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代

に
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っ
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政
推
進
の
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、
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都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
日
本
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き
で
は
。
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平
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３
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は
、
２
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０
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で
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ネ
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日
本
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を
全
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る
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